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連合徳島と県春闘共闘会議は、３

月１日に労働局、２日には経済４団

体３日には徳島県知事に対し、２０

１１春季生活闘争の重点課題である

今春闘での労使交渉の促進や地域雇

用対策の強化、公正なワークルール

の確立などを求める要請行動を行っ

た。労働者の犠牲に立った企業経営、

経済政策が推し

進められた結果、

経済社会にさま

ざまな歪みが生

じている。小松

会長は「すべての働く者の労働条

件・処遇改善」を求め、経済社会の

歪みを是正するとともに、効率と競

争優先の市場原理主義から脱却し、

働くことに最も重要な価値をおく、

「働くことを軸とする安心社会へ」

の建設により、持続可能な、安心、

安全、信頼の社会づくりの取り組み

を展開しています。デフレからの脱

却、個人消費の回復、競争力の強化

のためには、すべての労働者に成果

の配分を行い、家計と企業のバラン

スの歪みを解消していくことが不可

欠であると挨拶、続いて齋藤事務局

長が要請書の各項目について趣旨説

明を行うとともに、早急に適切な対

策と労働行政の向上、監督行政のあ

り方について強く要請、意見交換を

行った。雇用のセイフティネットへ

向けた地域雇用対策の強化について

は６項目。公正なワークルールの確

立については、９項目。

労働環境・条件の改善については、

働く者の生活改善と格差解消に向け

5､000円以上の賃金引き上げ、賃金

復元分１％の引き上げと地域別最低

生計費指標月例

賃金141,000円

以上を実施する

よう要望してい

く。雇用リスト

ラに便乗した安

易な解雇や賃金

未払い・長時間労働・賃金不払い残

業（サービス残業）・基本的な権利

無視などについて、経営者に対しす

る適切な指導を強化すること等を要

請してきた。

３月１３日２

０１１春季生活

闘争徳島県共闘

会議・連合徳島

の主催のSyunto

ふれあいファミ

リーデーが吉野

川市、吉野川遊園地において開催さ

れた。１０時の開場には７００人の

家族が集まり、家族ふれあい集会を

した。３月１１日未曾有の東北太平

洋沖大地震が発生し開催の中止も含

め検討したが、事情を説明し決行し

た。

連合徳島とし

て災害被害者

救援カンパの

募金もお願い

したところ、集会に参加したみなさ

んから60,398円のカンパ金がありま

した。「すべての労働者の処遇改善

で、配分の歪みと格差を是正し、デ

フレ脱却・経済の活性化を図ろう」

をスローガンに2011春季生活闘争に

総力を挙げて取り組んでいます。20

11春闘はこの間、犠牲となってきた

労働者の賃金・生活を復元させ「働

くことを軸とする安心社会」の講築

に向けた闘いです。

私たちは、本日を契機に、家族ぐ

るみで「英知と力」を結集し、県民

の期待に応え、「すべての働く者の

連携で、希望と安心の社会を」築く

ため、共に前進しましょう。


